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　2015年7月に臨床倫理委員会が設置され、臨床倫理マニュアルが作

成された。臨床倫理コンサルテーション活動は2018年から開始して

いるが、臨床倫理委員会及びACP実践部会のメンバーに加入し、臨床

倫理マニュアルの改定作業に取り組んだ。具体的には、インフォーム

ドコンセントに関する指針、DNAR指針と同意書、終末期医療に関す

る指針、胃瘻・中心静脈栄養指針、輸血拒否患者の対応、身体抑制、

身寄りがない人及び意思決定が困難な人への入院及び医療に関する支

援・対応については改定し、病理解剖説明書・承諾書に関しては新た

に追加した。さらに、当院の理念に基づいた上で、どのように倫理的

課題を捉え、検討し解決策を見出していくか指標となる倫理的観点を

追記した。改定した臨床倫理マニュアルは、29の配置部署にファイリ

ングした上で設置し、いつでも誰もが閲覧し活用することができるよ

う配慮している。

　現場で情報や思考の整理を目的として4分割表を組み込んだ臨床倫

理検討シートを作成し使用している。また、臨床倫理コンサルテー

ション活動をスムーズに行えるようフローを作成し、所属長会議にて

提示し各部署に周知を依頼したことで相談しやすい環境整備に繋がっ

た。臨床倫理委員会の定例会議で対応した事例を提示した上で議論

し、必要に応じてフィードバックを行っている。

　ACPの普及活動と実践、院内における研修会、外部講師によるセミ

ナーを開催している。
　当院はがん診療連携拠点病院や指定病院の指定は受けていないが、

がん治療の提供、緩和ケア病棟が設置されている背景からがん患者・

家族に関連した倫理的課題に関する相談依頼に対応することが多い。

臨床現場スタッフは多忙さから倫理的課題に気づかない・流してしま

う場面が見受けられ、倫理カンファレンスでの話し合いに対しても

ハードルが高いと感じている現状がある。

　スタッフの倫理的感受性を育むために事例を通して多様なアプロー

チを行っている。臨床倫理アドバイザーが依頼者から相談を受け、十

分に話を聴き、依頼者が当院独自に作成した臨床倫理検討シート（4

分割表を含む）を使用し情報を整理した上で倫理的課題や倫理的ジレ

ンマを識別する。その上で、多職種による倫理カンファレンスを開催

し参加者全員で議論・検討している。緊急性を要する場合は早期に開

催に向けて調整を図っている。臨床倫理アドバイザーは倫理的課題や

倫理的ジレンマを明確にするが、あくまでも依頼者やカンファレンス

参加者の気づきを大切にし、解決に向けたアドバイスは側面的支援を

意識して関わっている。
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活動の広がり

協力や支援の可否

チーム名

連絡担当者名E-mail

連絡先（E-mail）

備考欄

小里裕美　h.kosato@zhi.or.jp

sztpc@juno.ocn.ne.jp

　院内における教育活動として研修会やセミナー等を企画・開催して

いるが、法人内の他施設での倫理研修開催に向けて活動を開始したと

ころである。

　臨床倫理コンサルテーション活動では、気軽に相談に乗ることや即

時対応、モヤモヤした倫理的ジレンマへの丁寧な関わり、臨床現場に

おける心理的負担感の軽減、専門性や価値観の違いから多職種間のコ

ンフリクトの解決を目指した活動を心掛けている。これらを積み重ね

ながら、誰もが自らの意見や考えを発言できる環境づくり、患者・家

族等にとって最善の選択や方向性を考えられる組織づくりを目指して

いきたい。
　現在は当法人内の系列病院における研修など教育的支援、個別事例

相談に対する支援は可能である。

　地域や他院からの協力や支援の要請があれば受け入れ可能である

が、今後は個別事例の相談やカンファレンス参加について契約（守秘

義務・忠実義務）を交わして参加し、対話を大切にしながら解決に向

けて共に考えていきたい。

（院内で正式な承認を受けた臨床倫理コンサルテーションチームの基

盤づくりに取り組み中）
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施設認定 ケアミックス病院

病床数 緩和ケア病棟18床含む 230床

医師数 常勤医：33名　研修医：3名　歯科医師：2名 38名

看護師数 看護師：153名　准看護師：22名 175名

チームのメンバーにはいない 〇

常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任 人

非常勤 人

臨床倫理認定士修了者 人

CBEL修了者 人

チームのメンバーにはいない

常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任 1 人

非常勤 人

臨床倫理認定士修了者 1 人

CBEL修了者 人

チームのメンバーにはいない 〇

常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任 人

非常勤 人

臨床倫理認定士修了者 人

CBEL修了者 人

チームのメンバーにはいない 〇

常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任 人

非常勤 人

臨床倫理認定士修了者 人

CBEL修了者 人

チームのメンバーにはいない 〇 人

常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任 人

非常勤 人

臨床倫理認定士修了者 人

CBEL修了者 人

チームのメンバーにはいない 〇 人

常勤の専従 人

常勤の専任 人

医師

看護師

MSW

その他

（Ex：薬剤師，PT，栄養

士）

臨床心理士

事務

施設概要
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常勤の兼任 人

非常勤 人

非常勤 人

臨床倫理認定士修了者 人

CBEL修了者 人

コンサルテーション窓口 がん看護相談支援室　（専用PHSあり）

依頼件数 2018年1月～2022年12月 43 件

公開事例検討会開催 0 件

小児 0 件

成人 43 件

がん（HIV含む） 37 件

非がん 6 件

積極的治療・侵襲的検査 10 件

生命維持の差し控え／中止 3 件

症状コントロール（せん妄／鎮静） 5 件

苦痛緩和のための鎮静 17 件

医療資源の分配 1 件

療養場所の選択 4 件

その他 3 件

院内職員研修 2019年度：3件　2022年度：2件 5 件

地域合同カンファレンス 0 件

地域派遣 0

備考 外部見学受け入れ 将来可能

教育活動

依頼内容

区分

チーム実績

その他

（Ex：薬剤師，PT，栄養

士）

外部コンサルタント


